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１ページ
荏原第二地区区民まつり　ふるさとまつり　開催
10月12日（日）、清水台小学校で「ふるさとまつり」が行われました。地区委員会と町会連合会の共催で、地域が一体となったこのイベントは、例年の夏開催から初めて秋開催に変更し、晴れやかな秋空の下で行われました。
校庭では、地区委員会や町会、近隣小学校のＰＴＡ有志の方々が運営するゲームコーナーや、焼きそば、焼き鳥などの店舗が並び、来場者の方々は楽しそうにお店を回っていました。また、体育館内では、健康づくり推進委員会、旗の台児童センター、荏原第六中学校の皆さんによる健康測定やゲームコーナーが設置され、子供たちは大いに楽しみました。
さらに、地域の方による手芸ブースも大盛況。親子連れが楽しむ姿が多く見られました。品川区と提携を結ぶ長野県飯田市から出店された水引体験ブースも大人気でした。
今年も盆踊りは、むさし荏原太鼓の演奏に合わせて行われました。盆踊りの定番曲に加えて、マツケンサンバなどのポップス曲を取り入れるという新たな試みも行われ、参加者の間で話題となりました。新しいスタイルの盆踊りは、老若男女問わず楽しめるもので、特に初めて盆踊りに参加した人々には親しみやすく、とても盛り上がりました。盆踊り団体「晴盆」の皆様が、踊りの振り付けを丁寧に説明してくれるなど、誰もが気軽に参加できる雰囲気となっていました。
ふるさとまつりは、地域の方々の温かい支えによって無事に大盛況で幕を閉じ、地域の絆が深まる秋となりました。
来年もご期待ください。

２ページ
見てあるき　出前模擬選挙
９月25日（木）、第二えんざん小学校で品川区明るい選挙推進協議会が主催する出前模擬選挙を見学しました。
実際の投票所で使用されている投票箱や記載台、投票用紙自動交付機などを使用し、児童たちが選挙の流れを体験しました。
校長先生の挨拶後、児童の中から選ばれた係（名簿対照係・投票用紙交付係・投票管理者・投票立会人）はそれぞれの役割に就き、出前模擬選挙が開始されました。
児童たちは、配付された投票所入場整理券を受付に提出し、投票用紙を受け取りました。その後、記載台で候補者名を記入して、投票箱へ投票しました。
本番さながらの手順で、投票箱が空であることを確認する作業も行われ、終始真剣に取り組む姿が印象的でした。
開票作業の前に、本物と同じ素材の投票用紙を使った実験や分類機による仕分けの様子をプロジェクターで映し出し、児童たちは興味津々に見ていました。
開票結果が発表されると、大きな歓声が上がりました。その後の質問コーナーでは、品川区選挙管理委員会事務局の職員が児童たちの質問ひとつひとつに答えていました。
感想を聞かれた児童からは、「本物と同じ素材の投票用紙がすごかった」「模擬選挙を通して、自分のために良いことをしてくれる人を選ぶということが分かった」「１８歳になってからなので、これまでよくわからなかったが、今日の模擬選挙で自分の意見を考えるとても良い機会になった」という声が上がりました。
最後に全員で記念撮影を行い、楽しみながら選挙を学ぶ良い経験となりました。
この機会が、未来の有権者達にとって選挙に関心を持つきっかけになることを願っています。
品川区の小中学校では、このように出前模擬選挙を行っています。今後は３月に荏原第六中学校で行われる予定です。

３ページ
旗の台六丁目ハロウィン　参加した子どもたちのレポートです。

かぼちゃのバルーン（ペンネーム　黄色いこやぎさん）
私が今日のイベントで一番印象に残っているのは、かぼちゃのバルーンを膨らませるお手伝いをしたことです。バルーンは大きく空気を入れるのが大変でした。私は、ハロウィンイベントのお手伝いをしたのが初めてだったので、役に立ててうれしかったです。

海賊になれたハロウィン（ペンネーム　ジャック・スパロウ・ユウトさん）　
ハロウィンイベントに行きました。キラキラの服を着て、剣を差し、サングラスを付けました。友達も死神、骸骨などになりかっこよかったです。皆でフォトスポットで写真を撮りました。僕はウルトラマンのポーズをしました。お菓子も沢山もらってとても楽しかったです。

小山七丁目防犯パトロール　藤川郁子さんのレポートです。
　小山七丁目町会では、地域の安全・安心を守るため、毎週土曜日の夜に防犯パトロールを実施しています。
　これは、町内の皆様が安心して暮らせる環境づくりを目指す取り組みであり、町会役員のみならず希望者やパトロールに興味を持っている小学生、小さい子も参加してくれています。「戸締り用心、火の用心」の元気な声が拍子木の音とともに町内に響き、街を明るくしてくれています。パトロールでは、不審者や異常の有無を確認し、必要に応じて関係機関と連携を図るようにしています。
　雨の日は休みですが、町内の皆様の活動への協力により続けることができています。これからも安全な町を築いていきたいと思います。

荏原第二地区　夏の企画
　８月23日（土）に荏原第二地区委員会主催の夏の企画、「第１回小学生紙ヒコーキグランプリ荏原第二地区大会」が第二えんざん小学校にて開催されました。
　当日折った紙ヒコーキをステージから飛ばし、その距離の長さを競いました。部門は小学校低学年、中学年、高学年、保護者、エキシビション（未就学児）の５部門。子供たちが盛り上がっていたのはもちろんのこと、特に白熱したのは保護者部門です。優勝者は３０ｍに迫る距離を飛ばしていました。
　当日は１００人ほどの親子が参加し大変楽しいイベントとなりました。次回の企画もご期待ください。

４ページ
荏原第二地区総合防災訓練
　11月９日（日）に荏原第二地区総合防災訓練を開催予定でしたが、雨天のため中止し、代わりに町会関係者を対象とした情報伝達訓練と物資配付訓練が行われました。
　物資配付訓練では、水やアルファ化米などの配付を行いました。首都直下地震や南海トラフ地震の発生が想定されている中、非常用物品を備えることの重要性を再確認しました。
　品川区では総合防災訓練や区内一斉訓練などを通して、防災に対する取り組みを強化しています。皆様の訓練へのご参加、ご協力のほどよろしくお願いいたします。
　
避難所運営訓練
　12月６日（土）、区内一斉防災訓練の一環として、第二えんざん小学校と清水台小学校で町会の方々と各校の児童が参加し、避難所運営訓練が行われました。
　第二えんざん小学校避難所では、災害時に使用する可能性がある簡易トイレの使用方法を確認したほか、町会参加者による避難所受付の訓練や備蓄倉庫の点検を実施しました。
　清水台小学校避難所では、町会参加者が中心となり、児童に簡易トイレの使い方を説明し、一人ずつ練習をしました。また、段ボールベッド・エアマット・
パーテーションの見学・体験をしました。

地区委員会事業冬の企画　かけっこ教室開催について
日時は　２月２２日（日） 午前9時30分から
場所は　第二えんざん小学校 校庭　雨天時は中止
練習メニューは　フォーム練習、スタート練習、チーム対抗リレーなどを予定。コーチは　東京かけっこクラブ 原田 隆史 さん
参加申込みは終了しています。

次号のさいかちは令和8年３月23日発行の予定です。
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